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Miscellaneous Notes on the Japanese Geometridae (V) By Hrigosui Inove 


1 。 再 び ヒ ロ オ ビ ト ン ボ エダ シヤ クタ の 学名 に つい て 

日 本 で トン ボテ エダ シヤ ク と よん で いた ゃ も の が 2 種類 を 混同 し て いた の で , 私 (1942: JERR, 10,228) は , こ 
れ 等 の 学名 , MZ, 区 別 点 な ど 書 いた が その 後 Cystidia stratonice CRAMER トン ボ エ ダ シヤ ギク の 異名 と され て 
いる agrionides BUTLER の type の スケ ッ チ (1878: Ill. Het. Coll. Brit. Mus., 2, 3, t.22, f. 3) と 標本 と を 
比べ , agrionides が truncangulata WEHRLI モロ オビ トン ボ エ ダ シヤ ク の 方 一層 似 て いる こと を 見 出し た 。 
そこ で , 最後 的 な 決定 は type を 実際 調べ た 上 で な され る と し て , 私 と し て は 一 応 ヒ エロ オビ の 学名 を agrionides 
(—truncangulata) と し た 方 が 正しい と ゆう 5 主張 を し た の で あっ た (1946: Bull. Lep. Soc. Jap., 1 (1), 12). 

1c50 年 に British Museum の FLETCHER 氏 だ 上 の 2 種 を 送り , 私 の 上 の 見 解 が 正しい か ど うか, BUTLER 
の type を 再 検討 し て いた だ いた と ころ , BUTLER の agrionides は 従来 の 取扱 通り stratonice と 同一 種 で あ 
る こと が わか っ た の で , 晴 忠 図鑑 の 政 訂 版 に は stratonice (トン ボ エ ダ シャ ヤク ) と truncangulata (ヒロ オビ ト 
ン ボ エダ シヤ ャ クタ) を 用 いた 。 以 上 今 迄 の 経過 を 書い て , 私 の 1946 年 に 発表 し た 主張 を 撤回 する 。 

2. ARARO 

Callygris compositata GUENÉE ab. shirozui nov. (ナミ が ガタ シロ ナミ シヤ ク ) 

前 凌 の 亜 基 線 ・ 中 横線 ・ 外 横線 は 薄く な り 痕 跡 を 留め る に 過ぎ な い 。 これ に 反し て 内 横線 と 亜 外 縁 線 は 太く て 
常 状 を 成 し て いる 。 後 門 の 外 横線 も 極め て 弱い 。 

完 模式 標本 : 9, 福 内 県 犬鳴 山 , 1933 年 5 月 4 日 (白水 隆 ) 

Callygris compositata GUENÉE ab. ogatai rov. (ナミ が タタ シロ ナミ シマ ヤク) 

上 の 固体 と 全く 反対 に , 前 将 の 亜 基 線 と 内 ・ 外 両 横線 が 帯状 に 黒 化 し て いる . 

完 模式 標本 : e, 兵庫 県 芦屋 市 打出 , 1946 年 6 月 2 日 (緒方 正美 )。 

GUENÉE (1858: Spec. Gén. Lep. 10, 207) の type は , 不幸 に し て 後 殖 の 横 脈 組 が 消え た 暴 常 型 な の で , E 
常 型 に 対し て は f. junctilineata WALKER と ゆう 名 が 用 いら れ て いる 。 PROUT (1914: in SEITZ, Macrolep., 
4, 210) が 北 支 那 か ら 記載 し た ab. constricta (X, わが 国 で も 時 時 見 出さ れる 。 この 異常 型 (写真 参照 ) で は , 
前 閉 の 中 ・ 外 横線 が 前 緑 附 近 で 互い に 替 曲 し て 連結 する 。 

私 が 今度 記載 し た 2 つの 異常 型 は ,。 ナミ シヤ ク 亜 科 に 見 られ る 複雑 な 横線 の 分 析 に 有力 な 手がかり を 与え る も 
の で あろ う 。.- 上 に 書い た 横線 の 呼び 名 が 正しい も の と 仮定 すれ ば , PARAR o EIRIO EAER E H e 外 横線 が 
それ ぞ れ 関連 し , 2 つの グル ー プ を な し て いる こと が 有明 か で ある 。 

Gandaritis agnes festinaria CHRISTOPH ab. ijimai vov. ( キ み シラ オオ ナミ シヤ ク ) 

両 趣 共 オ リー プ 緑 色 を 呈す る 薄い 中 横線 と 後 燃 の 弱い 外 横 線 と を 除い て は , 班 紋 が 消え 失せ て いる 。 襲 面 に は 
狭い 黒色 中 央 淀 及 び 外 横 絞 列 と 横 脈 紋 を 表 は す 。 

完 模式 標本 : 5, 北海 道 釧路 国 標茶 町 ニッ 山 , 1951 年 8 月 2 日 (飯島 一 雄 ). 

EARRA: 16, 産地 と 採集 日 同じ : 産地 同じ , 19, 1952 年 7 月 30 日 (飯島 一 雄 ) 

私 は 北海 道 の 他 の 地域 で と れ た 本 種 を 20 頭 以上 見 て いる が , 何れ る 正常 型 で や っ た 。 と ころ が 飯島 氏 が 採集 し 
送 附 し て 来 た も の は , 4 頭 の うち 3 頭 ま で 上 の 白化 型 な の で , この よ 5 な 変異 の 現われ る 頻度 が 場所 た よっ て ち 
が う の で は な いか と ゆ 5 擬 問 が 起 っ て 来る し , 又 こ の 型 が 遺伝 的 な る の で ある か どう か も 将来 の 課題 で ある 。 











































































































* (15: 昆虫 界 , 10 (98), 228—232 (1942). (I): 関西 昆虫 学 会 々 報 , 12 (1), 24- 32 (1942). 
CH) : 関西 昆虫 学会 々 報 , 14 (1), 78—83 (1944). (IND : SE SR, 4 (4), 24—28 (1954). 
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Buzura recursaria superans BUTLER ab. ishizukai nov. (ウス イロ オオ エダ シヤ ク ) 
表面 は 全体 が 暗 化 し , 横線 は その た め 極 め て 不明 瞭 と な っ て いる 。 BISHRIENRGOGUOGDOOIS, 裏面 も 正常 型 よ 
り は る か に 暗 化 し て いる 。 
完 模式 標本 : 5, 横浜 , 1953 年 5 月 28 日 (石塚 一 義 )- 
別 模式 標本 : 5, 横須賀 市 船越 , 1952 年 6 月 20 日 (井上 寛 ). 5, 東京 都 高尾 山 , 1954 年 5 月 8 日 (石塚 一 義 ) 
私 は 以前 本 種 を 飼育 し た と ぎ き ( 食 草 マサ キ ), 幼虫 に 2 型 あ り , その うち 体 が 全体 に 暗い 色彩 を 呈し , BUE 
色 斑 (正常 型 で は 褐色 班 ) を 表わす も る の か ら , 上 に 記載 し た よう な 暗 化 型 が 羽化 し た の で , 遺伝 的 な 変異 で は な 
いか と ゆう 疑い を 持っ て 交配 を 試み た が , うま く 行 か な か っ た の を 記憶 し て いる 。 

Eur yobeidia languidata WALKER ab. harutai nov.( シ ロジ マエ ダシ ヤク ) 








前 後 閉 共 一 様 に 黒 化し , 正常 型 に ある 黒 班 は , 痕跡 を 留め る に 過ぎ な い 。 外 緑 部 の 黄色 は 残っ て いる 。 
ZELER: 9, 岐阜 県 平湯 , 1953 年 8 月 9 日 (春田 俊郎 )。 


Compsoptera simplex ab. sugii nov. (ハス オビ エダ シヤ ク ) 
前 直 は 外 横 線 に 添っ て 中 央 部 附近 に 不 規則 な 黒 斑 を 表わす 。 後 半 に 異 営 は な い 。 
完 検 式 標本 8, 神奈 川 県 ヤ ビ タ 貴 (800m.), 1954 年 4 月 3 日 (石塚 一 義 ). 
融 模 式 標 本 : e, 東京 都 高 尾山 , 1952 年 4 月 6 日 CIE ERG). 
ハス オビ エダ シヤ ク の 所 属 に つい て は , PORRI ORTE LCRA O TETHD:), LHÉHPESSUGIN 
Cp. 667) で 私 の 用 いた Prosopolobha LEDERER, 1853 は Compsoptera BLANCHARD, 1845 の 異名 と な る の で , 
一 応 後 者 に 所 属す る も る の と し て 置く 。 























Resume 


1. My previous opinion (1946: Bull. Lep. Soc. Jap., 1 (1), 12) to sink Cystidia truncangulata 
WEHRLI into agrionides BUTLER will now be withdrawn, since a re-examination of the type specimen 
of agrionides by Mr. D. S. FLETCHER of the British Museum (Nat. Hist.) upon my request reveals 
the fact that agrionides is a synonym of stratonice as was treated by senior authors. 

2. The following aberrant forms are named and described: 

Callygris compositata GUENÉE ab. shirozui INOUE. Forewing with subbasal, median and postmedian 
series of lines vestigial, on the contrary antemedian and submarginal series thickened, so as to form 
a black band, hindwing with postmedian weak. Holotype: 9, Inunaki-yama, Fukuoka Pref., 4 May 
1933 (T. SHIROZU). | 

Callygris compositata GUENÉE ab. ogatai INOUE. The transverse lines of forewing developed in 
the opposite direction from the above described form: subbasal, median and postmedian series of 
lines are thickened into black bands. Holotype: 8, Uchide, Ashiya, Hyogo Pref., 2June 1946 (M. 
OGATA ). 

Gandaritis agnes festinaria CHRISTOPH ab. ijimai INOUE. Seems to be the albino; markings 
are entirely faded away, excepting pale olive green median band of the both wings and extremely 
weak postmedian series of spots on hindwing ; beneath with narrow blackish median band, ill-defined 
postmedian series Of spots and with cell spots. Holotype: 5, Futatsu-yama, Kushiro, Hokkaido, 2 
Aug. 1951 (K. Ijma). Paratypes: 18, data as above; 19, 30 July 1952 (K. IrrMA ). 

Buzura recursaria superans BUTLER ab. ishizuaki INOUE. The upper surface uniformly dark dust- 
ed throughout, brown basal area filled in with velvety black; ante-and postmedian line weak; 
undersurface also darkened. Holotype: 5, Yokohama 28 May 1953 (K. ISHIZUKA). Paratypes: 18, 
Funakoshi, Yokosuka. 20 June 1952 (H. INOUE). 15, Takao-san, Tokyo, 8 May 1954(K. ISHIZUKA). 

Eur yobeidia languidata WALKER ab. harutai INOUE. The melanic aberration, with black spots 
weakly reproduced, and yellow bands of marginal area as in the normal form. Holotype; 9, Hira- 
yu, Gifu Pref., 9 Aug. 1953 (T.HARUTA). 

Compsoptera simplex BUTLER ab. sugii INOUE. Forewing with median area along postmedian line 
broadly contaminated with black scales; hindwing normal. Holotype: 85, Yabitsu Pass (800m.), 
Kanagawa Pref., 3 April 1954. (K. ISHIZUKA). Allotype:9, Takao-san, Tokyo, 6 April 1952 (S.SuGI.) 
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Fig. 5 Gandaritis agnes festinaria ab. 
ijimai INOUE, $ (Holotype) 
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Fig. 6 Buzura recursaria superans ab. 
ishizukai INOUE, 8 (Holotype) 
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Fig. 1 Callygris compositata f. 
junctilineaia WALKER, 9 
2 ditto, ab. constricta PRO- 
UT, ô 
3 ditto, ab. shirozu: INOUE, 
9 (Holotype) 
4 ditto, ab. ogatai INOUE, 
& (Holotype) 





g dd : 
Fig. 7 Euryobeidia languidata ab. 


harutai INOUE, 9 (Holotype) 
Fig. 8 ditto, normal form, ô 


Fig. 9 Compsopiera simplex ab. 
sugii INOUE, 9 (Allotype) 
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